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大学の3ｍアンテナを利用して ,  UNIFORM 1号機へ
のコマンドの送信及び衛星の状態を表すテレメトリの
受信を行う。また ,  和歌山大学の12ｍアンテナ ,  東京
大学大樹町アンテナ ,  福井工大アンテナ ,  そして海外
局のアンテナを利用して ,  森林火災を検知するために
撮影した可視光と赤外の画像を受信し ,  和歌山大学か
ら配信を行う予定である。周波数は ,  コマンドとテレ
メトリはSバンド ,  そしてミッションデータはXバン
ドとなる。
2.2 和歌山大学実験試験局のアンテナ




れのアンテナの写真は ,  図2の通りである。この3つの
アンテナを利用して,  UNIFORM 1号機の運用を行う。
アンテナはすべて ,  経緯台式架台のアンテナであり , 















部の屋上に設置された3mアンテナは , 図3に示す通り , 
スカイラインが非常に良いが、運用室が下の階にある
ため、直接アンテナの動きを見ながらの運用ができな
い。そのため , UNIFORMの初期運用では , 直接見な
がら運用がしやすい電波観測通信施設内の3mアンテ










増幅し , down converterで IF信号へ変換したものを復
調して衛星状態の解析を行う。また , ミッション用の
画像データは , 12mアンテナに設置されたフィードで
受信 , RF信号をアンプで増幅後 , down converterで IF
信号へ変換したものを復調し , 画像を生成する迄の一
次処理を和歌山大学実験試験局内で行う。このミッ













可動範囲（AZ)　[deg] ±280 ±280 ±270
可動範囲（EL） [deg] 0-92 0-90 0-90
駆動速度（AZ) [deg/sec] 3 18 14.5
駆動速度（EL) [deg/sec] 3 18 14.5
駆動方式 経緯台 経緯台 経緯台
機械位置精度（AZ) [deg] ±0.02 ±0.035 ±0.0028









のち , down converterを使用してより安定な IF信号に




RAIKO衛星 , 雷神衛星を使用して確認を行い1), 2) , 12m
アンテナでは , 2013年12月から2014年1月にかけて , 
Xバンド帯の電波を送信しているAQUA衛星 , AURA


































に , 今後 , それぞれの和歌山大学内実験試験局にある




め , 安定した運用が必須になる。そのため , 人為ミス












実際の運用は , UNIFORM 1号機打ち上げ直後から
はじまる。打ち上げ後数時間で , UNIFORM 1号機が
日本上空を通過する予定であり , そこから運用がはじ
まる。UNIFORM 1号機の軌道は , 和歌山大学上空を1
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